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ulā ḥa ẓat al-būlīs: 第九～一七条） 、
武器の所持（
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乞食の同職組合の存在も考え合わせ 、同職組合の統制外にあった乞食を主対象した法規定であると解釈することが可能であるかもしれない。乞食の組合が一九世紀末において 存続していたならば、新たに貧民化した無産農民たちは、その組合 統制外の存在として在っただろう。浮浪者法の法案に対して質問に立 立法諮問議会
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45 ］ 、犯罪発生の「主要な源泉」 （
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の下で彼らを罰する規定 設け てはいたが、不審者であるというだけでは処罰を受けることはなかっ 。　
発言した議員たちの多くが、浮浪者に
関する罰則規定 緩和を支持した背景には、彼らの存在自体を治安上の脅威と考え、監獄への収監によって社会 ら隔離しようとする政府 姿勢 対する違和感があった。例えば、タラバ・ベイ・サウーディー
Ṭ
alaba B
ik Ṣa ʿūdī は、審議の過程
























.: 12 ］ 。ゆえに禁固











対しても懲役刑 場合と同様、労働義務が課せられることになったのである。 加えて、第四四条改正案 同時に提案された監獄内規（
lā ʾi ḥa dākhilīya ）の規定では、一ヶ月
以上の禁固刑の受刑者を監獄内での手工業（a ʿm






























者法は、政府原案の時点では「浮浪者」に対する統制の強化を強く意識した法律 して起草されていた。占領開始当初から続く地方における治安の悪化に、彼らが深く関与していると考えた当局は、監獄への収監によって社会から隔離することで治安回復への一助としようとした。彼らに対する主たる罰則は一～三ヶ月の禁固刑であったが、 ほぼ同時に立法諮問議会に提出された、一八八三年刑法の禁固刑に関する規定の改定案によって、禁固刑の受 者 ても労働義務が科されることになった。 さら 、監獄内規の規定に従って、 ヶ月以上の禁固刑に処せられた罪人に対して 監獄内での手工業への動員が認めらた。すなわち、浮浪者法は当初の予定では彼らを社会から隔離する みならず 監獄内での労働を通じて職業訓練ひいては矯正の機会を与え、浮浪者の減少をも意図した
ものであった。そしてこの施策は、浮浪者が無為 徒であるがゆえに危険であるという当局の認識に対応していた。　
しかし、このような当局の意図は、立法









法の制定過程において、立法諮問議会への諮問は義務づけられて たものの、その意見を尊重する必要は政府には無かった。れにもかかわらず、政府が同議会の意見に従った理由は今 ところ詳 かで ない。しかし、その判断に影響を与えたであろう政府側の要因 指摘することはできる。それは、当時の監獄制度 機能不全である。占領の開始 初から、監獄 おける過剰収容の問題に悩まされていた当局は九〇年代を通じて断食月にさいして恩赦を定期的に実施す こと よって過剰収容の解消に努めていた
。そして、そのさいに












































































































































ollefson 1999 ］ 。
　
しかし、実際には立法諮問議会での審議
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 50; 1897 ：






























































































































































・MAAD（Majmūʿat ʿAwāmir al-ʿAlīya wa’l-Dikrītāt）1892-1897. Būlāq: al-Maṭbaʿa al-Amīrīya.
・MMMSQ（Majmūʿat Maḥāḍir Majlis Shūrā al-Qawānīn）1892. Būlāq: Maṭbaʿat Fatḥ Allāh Ilyās Nūrī wa Awlād-hu.
・Prisons Department. 1906. Report for the year 1905 , Cairo: National Printing Press.
・QU（Qānūn al-ʿUqūbāt）1308 A.H. Būlāq: al-Maṭbaʿa al-Kubrā al-Amīrīya.
◆イギリス政府刊行物 
・House of Commons. 1892. Report on the Administration, Finances, and Condition of Egypt and the Progress of Reforms, C. 6589.
・――. 1894. Report on the Finances, Administration, and Condition of Egypt and the Progress of Reforms , C. 7308.
◆外国語文献
・Amīn, Aḥmad. 2002. (originally published 1953) Qāmūs al-ʿĀdāt wal-Taqālīd wal-Taʿābīr al-Miṣrīya , al-Qāhira: Maktabat al-Nahḍa al-Miṣrīya.
・Baer, Gabriel. 1964. Egyptian Guilds in Modern Times , Jerusalem: The Israel Oriental Society.
・Cuno, Kenneth. 1994. The Pasha’s Peasants: Land, Society, and Economy in Lower Egypt, 1740-1858 , Cairo: The American Univ. in Cairo Press.
・Ener, Mine. 1999. “Prohibitions on Begging and Loitering in Nineteenth-Century Egypt,” Die Welt des Islams , 39(3), 319-339.   
・――. 2003. Managing Egypt’s Poor and the Politics of Benevolence, 1800-1952 , Princeton: Princet on Univ. Press.
・Jallād, Fīlīb. 1890-96. Qāmūs al-Idāra wa’l-Qaḍāʾ , 7vols., al-Iskandarīya: Maṭbaʿat al-Tijāra.
・Landau, Jacob M. 1956. “Notes on the Introduction of Ministerial Responsibility into Egypt.” The Journal of Modern History , 28(1), 21-34.
・Owen, E. R. J. 1969. Cotton and the Egyptian Economy 1820-1914,  Oxford: Oxford Univ. Press.
・Peters, Rudolph. 2002. “Egypt and the Age of the Triumphant Prison: Legal Punishment in Nineteenth Century Egypt.” Annales Islamologiques , 36, 
253-285.
・Sabra, Adam. 2000. Poverty and Charity in Medieval Islam:  Mamluk Egypt, 1250-1517,  Cambridge: Cambridge Univ. Press.
・Tignor, Robert L. 1966. Modernization and British Colonial Rule in Egypt, 1882-1914 , Princeton: Princeton Univ. Press.








・バラカート、アリ （ー加藤博、長沢栄治訳・解説） 1991.『近代エジプトにおける農民反乱 ― 近代エジプト社会史研究入門』アジア経済研究所。
・保坂修司 1994. 『乞食とイスラーム』筑摩書房。
イスラーム地域研究ジャーナル　創刊号（2009.3） 22
